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このたびは、パイオニアの製品をお買い求めいただき、まこと 
にありがとうございます。ご使用の前にこの「取扱説明書」をよく 
お読みの上、『安全上のご注意』に従い正しくお使いください。 
またお読みになった後は大切に保管してください。 
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このような絵表示は、注意（警告を含む）しなければな 
らない内容です。 


このような絵表示は、禁止（やってはいけないこと）の 
内容です。 


このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。 


安全上のご注意 


安全に正しくお使いいただくために、必ずお守りくださし、。 

•ご使用の前にこの「安全上のご注意」と「取扱説明書」をよく 
お読みの上、正しくお使いください。 

•お読みになった後は、いつでも見られる所に保管してください。 

この安全上のご注意、取扱説明書および製品への表示は、製品を 
安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財 
産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしてい 
ます。その表示と意味は次のようになっています。 


この表示の欄は「人が死亡または重傷を負 
う可能性が想定される内容」を示しています。 


この表示の擁 Sr 人が軽傷を負う可能性が 
想定される内容および物的損害のみの発生 
が想定される内容」を示しています。 


A 警告 
ノ!\注意 


絵記号の例 


A0O 
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A 警告 


異常があったときは、充電器プラグを抜く 
CSc . •内部に金属や水などの液体が入ったとき 

參落下などで本体(外装ケース)が破損したとき 
#煙や異臭、異音が出たとき 
•充電器プラグが破損•変形しているとき 
參本体に触れピリピリと電気を感じるとき 
參手で触れられないほど熱いとき 
• そのまま使うと、火災、感電の原因となります。 
販売店にご相談ください。 


0 本機の上に植木鉢、液体入りの容器や小さな金属物を置かない 

-こぼれたり、中に入ったとき、火災、感電の原因となります。 


(§) 


0 


0 


風呂場やシャワー室では使用しない 

• 火災•感電の原因となります。 


付属以外の充電器は使わない 

• 機器本来の性能が出ないことや、電流容量不足による発熱 
から火災•感電の原因となることがあります。 


この機器は、日本国内のみで使用する 

-日本国以外の地域では使用できません。 


0 自転車、オートパイ、または自動車などの運転中には絶対に使用 
しない 

• 運転中に使用すると、交通事故の原因になります。 


0 踏切や駅のホーム、車道、工事現場など、危険な場所では使用し 
ない 

• 周囲の音が聞こえず、不慮の事故の原因となります。 












△注意 


0 充電器は、布や布団で覆ったり包んだり、ホットカーべットなど 
の上やコタツの中で使用しない 

• 熱がこもり、ケースが変形し、火災の原因となります。 

• 風通しの良い状態で使用してください。 


0 通電中の充電器に長時間皮膚を触れさせない 

• 低温やけどの原因となることがあります。 


0 油煙や湯気の当たるところ、湿気やほこりの多い場所に置かない 

• 電気が油分や水分、ほこりに伝わり、火災や感電の原因とな 
ることがあります。 


〇 電源を入れる前には音量を小さくする 

•突然大きな音が出て聴力障害などの原因となることがあり 
ます。 


0 充電器プラグは破損するようなことをしない 

(傷つける、加工する、無理に曲げる、熱器具に近づける、加熱す 
る、ねじる、弓 I 張る、重い物を載せるなど） 

• 傷んだままの使用は、火災•感電の原因となることがあります。 
-充電器の修理は、販売店にご相談ください。 


0 本機、充電器を乱暴に扱わない 

• 落としたり、強い衝撃を与えると、機器が壊れ、けがや火災- 
感電の原因となることがあります。 


〇 充電器プラグは根元まで確実に差し込む 

• 差し込みが不完全ですと感電や発熱により火災の原因とな 
ることがあります。 

• 傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。 
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〇 充電器プラグのほこりなどは定期的にとる 

-プラグの刃や刃の付近にほこりや金属物が付着していると、 
火災や感電の原因となることがあります。 

-定期的に充電器プラグを抜き、乾いた布などで拭いてください。 


旅行などで長期間ご使用にならないときは、必ず充電器をコン 
セントから抜く 

• 火災の原因となることがあります。 


〇 他の機器との接続は指定のコードを使用する 

• テレビ、オーディオ機器などに接続する場合は、各機器の取 
扱説明書をよく読み、電源を切り、説明に従って接続してくだ 
さい0 


指定以外のコードを使用したりコードを延長したりすると 
発熱し、やけどの原因となることがあります。 


0 異常に温度が高くなるところに置かない 

• 外装ケースや内部部品が劣化するほか、火災の原因となる 
ことがあります。 

-窓を閉め切った自動車の中や直射日光が当たる場所、ス I -一 
ブの近くでは特にご注意ください。 


0 使用するときは、音量を上げすぎない 

• 耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力 
が大きく損なわれる原因となります。 


〇 肌に直接触れる部分に異常を感じたら使用を中止する 

• そのまま使用するとかぶれや炎症などの原因となることがあ 
ります。 

• 医師にご相談ください。 


0 イヤホンチップ、クリップ、電池ぶた、電池など小さい部品は幼児 
の手の届くところに置かない 

-万一飲み込んだ場合はただちに医師にご相談<ださい。 



本機に水を入れたり、ぬらさない 

• 火災•感電の原因となることがあります。 

• 雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にご注意ください。 












⑩ 

0 


ぬれた手で、充電器プラグの抜き差しはしない 

• 感電の原因となることがあります。 


分解•改造しない 

• 内部には電圧の高い部分があり、火災•感電の原因となる 
ことがあります。 

■ 内部の点検 • 整備•修理は、販売店にご依頼 < ださい。 


〇 お手入れは充電器をコンセントから抜いて行う 

• 感電の原因となることがあります。 


C 充電終了後は、充電器をコンセントから抜く 

• そのままにしておくと、発熱、発火、火災の原因となることが 
あります。 


0 ピーピー音がするときは、使用しない。 

• そのままご使用になりますと、耳を傷めることがあります。音 
量を下げてお使いください。 









電池についての安全上のご注意 

電池は使用形態や使用環境、保存状態などによって、液漏れ • 
破裂•発熱•発火などで、けがや機器故障の原因となることが 
ありますので、下記の注意事項を必ずお守りくださし〗。 

本機では以下の電池をお使いいただけます。電池の種類については、電池本体 
上の表示をご確認ください。 

參充電池 •乾電池 

ニッケル水素 (Ni-MH) 単4形 アルカリ単4形マンガン単4形 

充電池について 


危険 


•電池の液が目に入らないよう十分注意する。 

万一目に入ったときは失明などのおそれがありますので、目をこすらず 
水道水などのきれいな水で十分洗い、ただちに医師の治療を受けてく 
ださい。 

•充電は付属の充電器を使用する。 

•機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

•付属の電池は本機以外で使用しない。 

•火の中に投入したり、加熱、分解、改造などしたり、ショートさせたりし 
ない。 

•電池に直接はんだ付けしない。 

•電池を変形させたり、 (+) 端子部にあるガス抜き構造の穴をふさがない。 
•釘をさす、八ン マーで 叩く、投げつけるなどして強い衝撃を与えない。 
•火のそばや直射日光の当たるところ•炎天下の車中など、高温の場所 
で使用•保管•放置しない。 


A 警告 


•電池を水などでぬらさない。 

•電池は、乳幼児の手の届かないところに置く。 

參コイン、キー、ネックレスなどの貴金属と一緒に携帯•保管しない。 











•筒型電池の外装ビニールチューブや電池パックのケースなど、はがし 
たり、解体したりしない。 

參充電が所定時間を超えても完了しないときは、充電をやめる。 
♦電子レンジや高圧容器に入れない。 

•電池の使用、充電、保管時に異常を感じたら使用しない。 

異臭、発熱、変色、変形、その他今までと異なることは、発熱、破裂、発 
火のおそれがあります。 

♦電池が漏液したり異臭がするときは、ただちに火気から遠ざける。 

電解液に引火し、破裂、発火のおそれがあります。 

•ご使用済みの電池は一般家庭ごみとして棄てないで、最寄りの「リサ 
イクル協力店」にご持参いただくか、設置してある「小形充電式電池リ 
サイクル BOX 」 に入れてください。 


A 注意 


♦電池の充電や放電中に、可燃物を載せたり、覆ったりしない。 

參電池は所定の充電時間以上充電しない。 

•電池の使用後は機器のスイッチを切る。 

•電池を使用しないとき、長期間機器を使用しないときは、電池を取り 
出してお<。 

參電池を廃棄する際、リード線や金属端子が露出しているものは、ビニー 
ル テープな どで絶縁する。 

•電池をはじめて使用する際、さびや異臭、発熱、その他異常と思われ 
たときは使用しない。 



Ni-MH 



お願い 

使用済み充電式電池は貴重な資源です。端子(金属部分) 
にテープを貼るなどの処理をして、充電式電池リサイクル 
協力店にご持参ください。 

充電式電池の回収•リサイクルおよびリサイクル協力店 
については、 

社団法人電池工業会ホームページ 
http // www . baj . or . jp / を参照してください。 









乾電池について 


危険 


參電池の液が目に入らないように十分注意する。 

万一目に入ったときは失明などのおそれがありますので、目をこすらず 
水道水などのきれいな水で十分洗い、ただちに医師の治療を受けてく 
ださい。 


A 警告 


•電池は、乳幼児の手の届かないところに置く。 

電池を飲み込んだ場合は、すぐ医師に相談してください。 

•電池の液に直接触れない。 

万一皮膚や衣服に付着した場合、傷害を起こす原因となることがあり 
ますので、すぐにきれいな水で洗い流してください。 

また、万一電池の液をなめてしまったときは、すぐにうがいをして医師 
に相談してください。 

•機器の表示に合わせて十と一を正しく入れる。 

•充電しない。 

•ショート、加熱、分解、火に入れるなどしない。 

•コイン、キー、ネックレスなどの貴金属と一緒に携帯•保管しない。 
•使い切った電池や長期間機器を使用しないときはすぐに電池を取り外す> 


A 注意 


•外装のビニールチューブをはがしたり傷つけたりしない。 

•落下させたり、投げつけたりして強い衝撃を与えない。 

•変形させない。 

•電池に直接はんだ付けしない。 

•火のそばや直射日光の当たるところ•炎天下の車中など、高温の場所 
で使用•保答•放置しなし、 

•電池を保管する場合および廃棄する場合は、テープなどで絶縁する。 
•電池を水などでぬらさない。 

•指定された電池を使用する。 

•不要になった電池を破棄する場合は、各地方自治体の条例に従って処 
理してください。 








r 主な特長 

日常の会話、お部屋でのテレビ鑑賞などでの音声聞き取り 

にお使いいただけます。 

また講演会•会議など、離れた音声の聞き取りや、劇場•ス 

タジアムなどの臨場感ある音声の聞き取りなど、いろいろ 

な使い方ができます。 

•両耳で聞くステレオ方式ですので、自然な聞こえが得 
られます。 

•マイク□ホンは本体と別になっていますので、不快な 
衣擦れ音がありません。 

•ダイナミック型のイヤホンを採用していますので、自 
然な音質が得られます。 

•ALC (自動音量調整回路）の採用により、突然の大きな 
音から耳を保護します。 

•複雑な設定や調整がなく、スイッチを入れればどこで 
も簡単に使用できます。 

•急速充電ができ予備の充電池も付属しています。 

癱外部入力端子の採用により、音楽プレーヤーなどを 
接続して音楽などを聞きながら周囲の音が聞き取れ 
ます。 

※本製品は難聴の方の聞こえの改善を目的とした 
製品（補聴器）ではありません。 
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製品の確認 


本機をお使いになる前にすベてそろっているかお確かめください。 




•クリップ 



鲁単4形充電池 x 2個 •充電器 
(1 個は使用、他1個は予備） 


© © 

©© 

•イヤホンチップ•外部入力用 
XS ‘ S ‘ M . LX 各2個コード 
(シリコンゴム） 



-Q ' 


•収納ポーチ 




參取扱説明書_簡単マニュアル•保証書參ご相談窓口 • 參サポート 
(本書） 修理窓口のご案内シート 




















































始めに 


製品に同梱されている充電池は、お買い上げ後の状態ですぐに 
使用が可能です。以降のページを参照の上ご使用ください。 

こ、注章 

付属充電池は、生産されてからお買い上げまでの期間によって電池の残 
量が変わります^よって、初回使用時の使用時間が短くなる場合があります。 


各部の名称 


Iイヤホンマイク 


I本体 


イヤホンマイクジャック 




>本体背面 


音星つまみ 


外部入力 
ジヤツク 
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電池の入れ方 


1.電池ぶたの矢印部分を押して 
開ける。 


2. 付属の充電池をマイナス側から 





※赤い電池はずしテープが電池の上に出るように入れてください。 


3.電池ぶたを閉じる。 

電池ぶたを取り付けゴムでつながれている部分に差し込み閉じてください。 

※赤い電池はずしテープは電池ぶたの中に入れてください。 

※電池ぶたと本体は取り付けゴムでつながれています。 

強く引っ張るとゴムが電池ぶたから外れますが、手で取り付けられます。 


電池ぶた 



△注意 


籲電池や鼋池ぶたを誤って飲み込まない 
ように、小児の手の届かないところに 
保管してください。 

( -電池の使用時間の目安-X 

付属充電池：約 65 時間 （注 1) 
アルカリ電池：約 1 ◦◦時間 （注 1) 

^マンガン電池：約 50 時間 （注1)」 


(注1 ) 周囲の温度や使用状況により使用可能時間は異なる場合があります。 



























■ 電池のはずし方 

1. 電池ぶたを開ける。 

2. 赤い電池はずしシートを弓 I つ張 
ると電池が外れる。 


※ばね端子のため、電池が飛び出 
る場合があります。 

注意してゆっくり弓 I つ張ってください。 電池はずしテープ 


充電の仕方 

1.電池を入れる。 

㊉ 、 ㊀ の方向を確認して 

(1) ㊀ 側から入れる。 

(2) ㊉ 側を後から入れる。 

※付属充電器は単4充電池を 
1〜2本充電できます。 充電表示 LED 


電池 




△注意 


參付属の単4充電池は右図の位置に 
確実に押し込んでください。 




2.電源プラグを弓 I き起こして出す。 


電源プラヴ 












































3 .電源プラグを家庭用コンセントに 
根元まで確実に差し込む。 

家庭用コンセント 



4.充電表示 LED を確認する。 


充電表示 LED 

充電中：点灯 

充電完了：消灯 
異常検知：点滅の 
継続 


※コンセントに差し込んだ直後、 
電池の状態を検知する間の約 
2秒間、早い周期で点滅します。 
※充電表爪 LED が点灯しない場 
合は「困ったとき」 （24 ベージ） 
をお読みください。 





5.充電完了後、電源プラグをコンセントから抜いて 
電池を取り出す。 

※充電中表示の電池が含まれたままコンセントから抜いた場合は、必 
要に応じてその電池を再充電して充電を完了してください。 


付属充電池での充電時間と使用時間の目安 

充電時間 ：約1時間30分（注 1) 

使用可能時間：約65時間（注 2) 


(注 1) 使い切った充電池を満充電する場合の目安です> 

(注 2) 周囲の温度や使用状況により使用可能時間は異なる場合があります。 


6.電源プラグをもとの位置に戻す。 


充電時のご注意 

•充電器の使用温度範囲は0 ° C 〜35 ° C です。この範囲でも周 
囲温度によって充電時間が多少長くなることがありますが、異 
常ではありません。約5 ° C 〜30 ° C の周囲温度で充電される 
ことをおすすめします。 

•充電器の ㊉㊀ 接点や電池の端子は、時々乾いた布で拭いてくだ 
さい 0 






















•充電中、充電器や電池があたたかくなりますが、異常ではありま 
せん。また、充電完了後には、電池の温度が一時的に高くなって 
いますので、ご注意ください。 

•充電が完了した充電池は続けて充電しないで、ご使用になって 
から再び充電してください。 

♦付属充電器ではパナソニック製ニッケル水素電池以外は充電し 
ないでください。 

♦ホットカーペットの上やストーブの前面、直射日光の強いところ、 
炎天下の車内など、高温になる場所で充電しないでください。 
また毛布などをかぶせた状態で充電しないでください。充電器 
内蔵の温度保護機能により充電を停止することがあります。こ 
の場合は満充電になりません。 

籲充電池は使用していない間も少しずつ放電します。使用せず 
に放置した電池は充電してからお使いください。 

•充電器をご使用にならないときは、必ずコンセントから抜いてく 
ださい。 

•使用時間が短い場合には2〜3回充放電を繰り返していただく 
ことをおすすめします。 

•電池の使用時間が著しく短くなった場合は、充電池の寿命が 
考えられます。新しい充電池とお取り替えください。 

※電池をお取替えの場合、パナソニック製ニッケル水素電池 
「充電式 EVOI _ TA (ェボルタ)」をご使用いただけます。 


使用のアドバイス 

•充電池は2本付属していますが、1本のみ使用します。もう1本 
は予備です。予備の充電池と交換したあとは、使用後の充電池 
を付属の充電器で充電をしておくことをお奨めします。 

•外出時などで充電ができない場合は、市販の単4形充電池、単 
4形乾電池でも本機をお使いいただけます。 

※ただし、付属充電器ではノ くナソニック製ニッケル水素電池以外 
の充電池、および乾電池は充電できません。 


= イヤホンマイクの接続= 

イヤホンマイクのプラグをイヤホンマイクジャックに 
しっかりと差し込む。 

※「カチッ」とした挿入感があるまでしっかりと差し込んでください。 



△注意 


♦他のヘッドホンなどのプラグを挿さないでください。 

専用のイヤホンマイクでのみ使用できます。 
•電源を入れた状態でプラグを抜き差ししないでください。 


イヤホンチップのサイズ調整 

この製品はあらかじめ （ M ) サイズのイ 
ヤホンチップが装着されています。サ 
イズの合わない場合は （ XS ) ( S ) ( L ) 

のチップサイズに交換してください。 

※交換はチップ部分だけを弓 I っ張れば簡単に外 
せます。装着は奥まで押し込んでください。 










使い方 


1.音量つまみを“2” に合わせる。 


音星つまみ 



2.イヤホンを耳に付ける。 

※イヤホン装着時、右■左を確認してセ 
奥まで差し込んでください。 

※左右両側を付けてください。片方 
を外してご使用になりますと、ピー 
音(ノ V ウリング)が出やすくなります。 


3. 電源ポタンを押す。 

電源が入ると電源ランプが青色に点 
灯します。 

※電池の残量が少なくなっている場 
合は、電源ランプが赤く点滅します。 
充電されている電池と交換してご 
使用ください。 

4. 音量つまみを回して音量を調整する。 

数字を大きくすると、音量も大きくな 
ります。 

※イヤホンマイク外側にあるマイク 
穴に手をかざすとピーという音(八 
ウリング)が出ることがあります。 

手を離すか、音量を下げてください。 

5. 使い終わったら、電源ポタンを押す。 

電源が切れて電源ランプが消灯します。 


日里 


大 

團 

小 





日里 


大 
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マイク穴 



使い方 










































外部入力の使い方 


外部入カジャック（¢2.5 mm ステレオミニジャック）に、付属の外 
部入力用コードで音楽プレーヤーなどを接続すると、周りの音を 
聞くと同時に音楽も聞けます。接続するときは、接続する外部機 
器の取扱説明書をよくお読みください。 


A 注意 


•接続する前には、外部機器の音量を小さくしてくださ 
し)。突然大きな音が出て聴力障害などの原因となる 
ことがあります。 



03 .b mm 
プラグ 


參03.5 mm の音声出力を持つ機器に接続できます。 

•接続した外部機器の音量は、本機の音量つまみを回しても調整できませ 
ん。外部機器の音量は、外部機器側で調整します。 

•本機をラジオに近づけると、ラジオからノイズが出る場合があります。そ 
の場合は本体とラジオを離してご使用ください。 


左右のバランス調整 



右が 左が 

^小さくなる_小さくなる」 


左右音量ノ（ランスつまみで左右の音量 
ノ（ランスを調整することができます。 

#つまみを反時計回りに回すと左の音量 
が小さくなり、時計回りに回すと右の音 
量が小さくなります。 

參右/左を表示しているラベルの赤白の境 
界線が、左右均等な音量になる中心位置 
です。中心位置まで回すとつまみが一度 
引つかかります。 

※出荷時は左右の音量を中心 I こ合わせています。 





































クリップを使う 


付属のクリップをご使用になりますと胸ポケットなどに留めて使用 
することができます。クリップは取り外しできますのでしつかり固 
定して、本体を落とさないようにご注意ください。 

裏面 


クリップを外すとき 


クリップの下側をつまみ、左に回す。 



•クリップを誤って飲み込まないよ 
うに、小児の手の届かないところ 
に保管してください。 


クリップ 




使い方 
















































































首にかけて使う 

付属のストラップをご使用になりますと、本体を首からさげて使用 
することができます。胸ポケットなど、本体を入れる場所がない 
場合にご使用ください。 



ポーチにスト ラップをつける） 

付属の収納ポーチの中に本体を入 
れて、首から下げるときは、ポーチ 
にストラップのフックを通します。 



使い方 


収納ポーチ 


〇 
































イヤホンマイクの取り扱い 


本製品に付属のイヤホンを 
収納する場合に製品本体に 
巻きつけたりしないでください。 

コードプッシュ部に不必要な力が加わると 
断線する可能性がありますので、取扱いに 



イヤホンを強く弓Iっ張ったり 
してコード部分に不必要な力 
を掛けないでください。 



イヤホンのコードは通常使用では十分な 
強さに設定されておりますが、過度な力が 
加わったりしますと断線する原因となる 
場合があります。 


籲耳からイヤホンを外す際は、コードを弓 I っ張らずに本体を持って外してく 
ださい。イヤホンチップが外れる場合があります。 

•イヤホンチップが汚れた場合は本体から外し、うすめた中性洗剤で手洗 
いしてください。洗浄後は、水気をよく拭いてからご使用ください。 

•イヤホンチップは長期の使用•保存により劣化するおそれがあります。 
劣化した場合は、お買い上げ店にご相談ください。 

•イヤホンを使用中、肌に合わないと感じたときはただちにご使用を中 
止してください。 

♦イヤホンマイクのプラグを抜き差しするときは、コードを弓|っ張らずに必 
ずプラグを持って抜き差ししてください。 

♦プラグ部分を汚れたままにじこおくと音質が悪くなったり、音がとぎれたり 
することがあります> 時々柔らかい布でから拭きし、清潔に保ってください。 

籲汚れは、乾いた布で拭き取ってください。その際にスピーカーユニット部 
に息を吹きかけたりしないでください。 

♦イヤホンチップを誤って飲み込まないように、小児の手の届かないとこ 
ろに保管してください。 


使い方 














困ったとき 


こんなとぎは 

確認してください 

音が出ない 
音がひずむ 

參電池のプラスとマイナスの向きを正しく入れる 
•新しい電池に交換してみる 
•イヤホンコードのプラグをしっかり接続する 
•音量つまみを数字の大きい方に回してみる 

ピーピー 
音がする 

•イヤホンをきちんと耳につける 
參音量つまみで音量を下げる 
•イヤホンチップのサイズを変える 

充電器の LED 
が点灯しない 

•充電池の入れ方が誤っている—充電池を正しく入れる 
•充電池の接触がわるい—端子の汚れを取り除く 
•電源プラグの接触がわるい—電源プラグの汚れを取り 
除く、またはコンセントを変える 

充電開始後すぐ 
に充電表示 LED 
が消灯する 

參乾電池が入っている — 乾電池は充電しない 

充電器の充電 
表示 LED が 
点滅を続ける 

•乾電池が入って いる— 乾電池は充電しない 
•充電池が劣化している—新しい電池に交換する 


使用上のご注意 

お手入れの仕方 

【製品について】 

通常は、柔らかい布でから拭きしてください。汚れがひどい場合は水 
で5〜6倍に薄めた中性洗剤に柔らかい布を浸してよく絞った後、汚れ 
を拭き取り、その後乾いた布で拭いてください。 

アルコール、ベンジン、シンナー、殺虫剤などが付着すると印刷塗料 
などがはげることがありますのでご注意ください。 

また、化学ぞうきんなどをお使いの場合は化学ぞうきんなどに添付の 
注意事項をよくお読みください。 


その他 


















【付属のイヤホンチップについて】 

イヤホンチップには、耳あかやゴミが詰まりやすいものです。詰まる 
と音が小さくなったり、聞こえなくなるばかりか、イヤホンの故障の 
原因ともなります。時々外してぬるま湯などで洗い、乾いた布できれ 
いに拭いてください。 

また、イヤホンチップは消耗品ですので変色したり固くなったりします。 
このようなときは新しいものと交換してください。 

取り扱いについて 

籲製品を落としたり、ぶつけたりなどの強いショックを与えないで 
ください。故障の原因となります。 

籲製品を分解や改造などしないでください。保証の対象にならな 
くなります。 

保管について 

♦長期間ご使用にならない場合は、電池を取り外して保管してく 
ださい。 

籲次のような場所には保管しないでください。 

-窓を閉めきった自動車の中や、直射日光が当たる場所、および 
暖房器具の近くなど温度が非常に高いところ 
•ほこりの多いところ 
•振動の多いところ 
• 風呂場など、湿気の多いところ 

異常や不具合が起きたら 

万一異常や不具合が起きた場合は、すぐに電源を切り、お買い上げ 
店、またはパイオニア修理受付窓口にご相談ください。所在地、 
電話番号は別添の「ご相談窓口 • 修理窓口のご案内」もしくは「サ 
ポートシート」をご覧ください。 

また製品を使用中、肌に合わないと感じたときはただちに使用を 
中止してください。 


その他 





= 保証と アフターサービス 


保証書（別 添） . 保証書は必ず「販売店名■購入日」などの記入 

を確かめて販売店から受け取り、内容をよく読 
んで大切に保管してください。 

保証期間は購入日から1年間です。 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打 
ち切り後、最低6年間保有しています。性能部 
品とは、その製品の機能を維持するために必要 
な部品です。 


修理に関する . お買い上げの販売店、または最寄りのパイオニ 

ご質問、ご相談は ア修理受付窓口をご利用ください。所在地、電 

話番号は別添の「ご相談窓口 •修理窓口のご案 
内」もしくは「サボートシート」をご覧ください。 

保証期間中は . 修理に際しましては、保証書をご提示ください。 

保証書に記載されている当社保証規定に基づ 
き修理いたします。 

※電池(消耗品)交換は有償サ-ビスになります。 

保証期間が . 修理すれば使用できる製品については、ご希望 

過ぎているときは により有料で修理いたします。 

連絡して . ご住所 • ご氏名 • 電話番号 • 製品名 • 型番 • ご購 

いただきたい内容 入日 

•故障または異常の内容(できるだけ詳しく） 


その他 








仕様 


•最大出力音圧レベル . 112 dBSPL 

籲最大音響利得 . 42 d 巳 

♦電源 . DC 1. 2 V (単4形ニッケル水素電池 XI ) 

※単4形乾電池ち使用可能 

•イヤホン部 . ダイナミック型 

•マイク部 . エレクトレットコンデンサー型 

♦外形寸法 ••• 4〇 mm (幅) x 1 3.5 mm (奥行) X 73 mm (高さ） 

•質量 . 22 g (電池含まず） 

籲付属品〇ク1」、ップ 

〇イヤホンチップ XS . S . M.LX 各2個(シリコンゴム) 
〇外部入力用コード 
〇単4形ニッケル水素充電池 X 2 本 
〇充電器（待機時消費電力 0.2 W ) 

〇収納 ポーチ 

〇ストラップ（金属部：ニッケルメッキ加工 

またはニッケル合金） 

〇取扱説明書（本書） 

〇簡単マニュアル 
n 保 i 正蚩 

〇ご相談窓口 •修理窓口のご案内 
〇サ ポー ト シー ト 


本機の仕様および外観は改良のため 
予告なく変更することがあります。 


その他 











長年ご使用のポイスモニタリングレシーノ (一の点検を! 


愛情点検 




このような症状はありませんか 


• 充電器が異常に熱くなる。 

• 充電器にさけめやひび割れがある。 

• 電源が入ったり切れたりする。 

_本体から異常な 音、 熱、臭いがする。 



ご使用中止 


故障や事故防止のため、すぐに電源を切り、充電器をコンセ 
ントから抜き、必ず販売店にご相談ください。 
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